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主 な 内 容

　

白井市の人口
（9月末日現在）
人口　59,427人（＋111）
男　　29,735人（＋63）
女　　29,692人（＋48）
世帯　21,710戸（＋46）
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文化会館チケット発売

　佐藤俊介（ヴァイオリン）、菊池洋子（ピアノ）の
若手実力派の2人によるデュオ・リサイタル。
　エルガー「朝の歌、愛の挨拶」、ベートーヴェン「ヴァ
イオリン・ソナタ第5番春」などを演奏する予定です。
日程　平成21年2月14日㈯
開演時間　午後3時
入場料　S席2,000円、A席1,500円、B席1,000円（全
席指定）
※小・中・高校生は500円引きです。未就学児は入場
できません。
前売り開始　平成20年11月12日㈬　午前10時
電話予約　平成20年11月13日㈭　午前9時
チケット取り扱い　文化会館、各プレイガイド
問　文化会館☎（492）1121

市民文化祭展示・催し物日程
部門 展示など 日程 開催時間

文

化

部

門

展

示

な

ど

写真 ～ 3日㈷

9:00 ～ 17:00
（最終日は15:00ま
で）

身体障害者福祉セ
ンター ～ 1日㈯
切手
老人クラブ

2日㈰・
3日㈷

婦人会
俳句
短歌
華道 ～ 3日㈷
盆栽・山野草 2日㈰・

3日㈷菊花
子どもの油絵 6日㈭～

13日㈭書写

催

し

物

アマチュア無線
3日㈷

9:00 ～ 15:00
昼間の星を見る会 11:30 ～ 13:30
星を見る会 18:00 ～ 19:15
将棋大会

1日㈯
9:00 ～ 15:00囲碁大会

野だて 3日㈷

お話会 8日㈯・
9日㈰ 13:30 ～ 14:30

美
術
工
芸
部
門
展
示

陶芸

3日㈷
9:00 ～ 17:00
（最終日は16:00ま
で）

手工芸
彫刻
洋画（油彩・水彩）
日本画
書道・刻字
水墨画

学
校
部
門
展
示

幼稚園児作品 6日㈭～
12日㈬

9:00 ～ 17:00
（最終日は16:00ま
で）
※幼稚園児作品の
最終日は15:00ま
でです。

小･中学校生徒作品
7日㈮～
12日㈬キャンパスピ市の

子どもたちの絵
※主会場は文化センターですが、将棋大会は西白井
複合センター、囲碁大会は冨士センターで行います。
　4日㈫・10日㈪は文化センター休館のため、展示
の見学はできません。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
取
り
組
ん
で
い
る
芸
術
文
化
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る
、
市
民
文
化
祭
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
10
月
30
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
美
術
工
芸
部
門
の
展
示
を
皮
切
り
に
、
11
月
30
日
㈰
の
演
劇
祭
・
ド
ラ
マ
＆
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
ま
で
、
作
品
の
展
示
や
舞
台
の
発

表
な
ど
多
彩
な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　 秋 の 芸 能 発 表 会　　
日時　3日㈷　午前10時～
出演団体　白井吟詠会、黎明吟詠会、親
和会詩吟部、岳丈吟詠会、松謡会、東会、
坂東玉帆会、白井くりの実会、冨士美会、
梨花・三味の会、寿仙会、兼坂輝和嘉会、
大藤紫会、北総会、櫻蕉会、葵会、菜の
花会、小笠原峰幸会、白井千代の会、三
扇秀の会

　ダンスフェスティバルVOL.7　
日時　16日㈰　午後1時30分～
出演団体　Y.Yamazaki.KIDSバレエ（モ
ダンバレエ）、MJS（ジャズダンス）、フ
レンズ（モダンバレエ･ジャズダンス）、
白井ジャズダンスクラブレオタード
（ジャズダンス）、コパン・ド・ダンセ（ジャ
ズダンス）、オリ・ア・レフア（フラダ
ンス）、ル・バレエ・ドゥ・レクラ（ク
ラシックバレエ）、チェリーキッズ（ジャ
ズダンス）、タッキー（ジャズ＆ソーラン）

市民文化祭舞台（演劇・芸能・ダンス）日程

　 第22回 白 井 市 民 音 楽 祭　　
日時　8日㈯　午後1時～、9日㈰　午前
10時30分～
出演団体　【8日㈯】　池の上小学校ブラ
スバンド部、絃の会、千葉ニュータウン
フィルオーケストラ、コーラル・リーフ、
コール・アミ、合同演奏、白井少年少女
合唱団、大山口中学校区PTAコーラス
「響」、Ｍ.Ｉ.Ｎ、THE EGG　
【9日㈰】　筝遊会、コーラスむつみ会、
グリーンホッパーズ、伝統文化交流協
会、伝統文化「筝」こども教室、白井ウ
クレレサークル、コーラス『アムール』、
おやじってブラボー合唱団、コール･あ
りの実、白井サンライズ合唱団、スウィ
ング・ホワイト・ジャズ・オーケストラ、
ハミングウェーブ、千葉ニュータウン混
声合唱団

演劇祭．

日時　30日㈰　午後1時～
出演団体　白井太極拳クラブ（演舞）、
根っこパートⅡ（演劇）、英語劇教室（演
劇）、太鼓衆響（太鼓）

佐藤俊介＆菊池洋子
デュオ・リサイタル

　市民文化祭は文化センターを主会場に開催します。
友達や家族を誘って、展示や催しに参加してくださ
い。展示などの日程は下表のとおりです。
　　文化課文化班☎（492）1123問

昨年の秋の芸能発表会

昨年の野だて
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（
仮
称
）第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
は
旧
中
央
公
民

館
本
館
の
老
朽
化
に
よ
る
平
成
14
年

に
行
っ
た
取
り
壊
し
に
伴
い
、
建
て

替
え
を
前
提
に
平
成
13
年
度
か
ら
住

民
検
討
会
を
設
置
・
検
討
し
た
と
こ

ろ
「
公
民
館
よ
り
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
ほ
う
が
使
い
や
す
い
」

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
向
け
「（
仮
称
）
第
一
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
準
備
委
員

会
」
を
平
成
17
年
に
設
置
し
、
平
成

19
年
11
月
ま
で
12
回
の
会
議
を
重
ね
、

セ
ン
タ
ー
建
設
に
か
か
る
提
案
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
提
案
を
受
け
、
ほ
か

の
施
設
な
ど
で
代
用
で
き
る
児
童

コ
ー
ナ
ー
や
音
楽
ス
タ
ジ
オ
を
除
き
、

基
本
的
な
整
備
方
針
を
定
め
基
本
設

計
（
素
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。
建

設
準
備
委
員
会
か
ら
の
提
案
と
基
本

設
計
（
素
案
）
と
の
相
違
点
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。

意
見
を
頂
く
基
本
設
計

（
素
案
）

　

今
回
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
頂
く

基
本
設
計
（
素
案
）
は
左
表
の
基
本

的
な
考
え
方
を
基
に
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
基
本
設
計
（
素
案
）
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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今
回
頂
く
ご
意
見
を
基
に
本
年
度

中
に
基
本
設
計
を
決
定
し
ま
す
。
そ

の
後
、
平
成
21
年
度
に
実
施
設
計
、

平
成
22
年
度
に
既
存
施
設
の
解
体
・

建
設
工
事
、
平
成
23
年
度
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
ま
す
。

素
案
の
公
表
期
間
・
閲

覧
場
所

公
表
資
料　
（
仮
称
）
第
一
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計

（
素
案
）

公
表
期
間　

〜
11
月
30
日
㈰

閲
覧
場
所　

市
役
所
（
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
）、
中
央
公
民
館
、
白
井

駅
前
セ
ン
タ
ー
、
西
白
井
複
合
セ
ン

タ
ー
、
冨
士
セ
ン
タ
ー
、
公
民
セ
ン

タ
ー
、
桜
台
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
方
法
お
よ
び
提
出

期
間

　

公
表
し
た
基
本
設
計
（
素
案
）
に

対
し
、
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

意
見
の
提
出
方
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

提
出
期
間　

〜
11
月
30
日
㈰
（
郵
送

の
場
合
は
12
月
1
日
必
着
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
そ
の

ほ
か
の
団
体

提
出
方
法　

所
定
の
様
式
（
市
民
参

加
推
進
課
・
各
閲
覧
場
所
に
あ
り
ま

す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
閲

覧
場
所
に
あ
る
意
見
箱
へ
投
函
す
る

か
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー
ル
、

ま
た
は
直
接
市
民
参
加
推
進
課
へ

※
任
意
の
様
式
の
場
合
は
「（
仮
称
）

第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

基
本
設
計
（
素
案
）
へ
の
意
見
」・

住
所
・
氏
名
・
意
見
を
記
入
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参

加
推
進
班　

内
線
3
1
5
1
・
2
・

s
h
im
is
a
n
k
a
@
c
ity
.

sh
iroi.ch

iba.jp

へ

意
見
の
取
り
扱
い

　

提
出
さ
れ
た
意
見
は
単
に
賛
否
の

結
論
や
趣
旨
が
不
明
確
な
も
の
を
除

き
検
討
の
上
、（
仮
称
）
第
一
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設

計
を
決
定
し
ま
す
。

　

頂
い
た
意
見
の
概
要
と
そ
の
意
見

に
対
す
る
市
の
考
え
方
は
、
個
人
情

報
を
除
き
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
公
表
し
ま
す
。

　

市
で
は
市
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
建
設
を
予
定
し
て
い
る
（
仮
称
）

第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
設
計
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
基
本

設
計
（
素
案
）
を
公
表
し
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
建
物
と
す
る
た
め
、
こ
の
素
案
に
対
し
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

利
用
し
や
す
い
施
設
へ

　
　
　
　
　
　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

〜
第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
（
素
案
）
〜

項　目 基本的な考え方
配置計画 ○建物を東側に寄せて配置し、西側に空き地を確保

○南東側住宅地との距離を3.5 ～ 2.0ｍ以上確保
○南東側の開口部は最小限とする
○児童館と新館との間に連絡通路を設置し、相互利用を可能とする
○南西側道路に歩行者用出入口を設置
○各部屋の活動を見ながら正面玄関にたどり着くアプローチ
○子ども広場は児童館との中間とし車動線と分離、事務所から見え
るようにする（子ども広場面積58㎡）

各部屋の構成 ○各部屋は日照を確保するため南西側、多目的ホールは北東側に配
置
○南東・南西採光とした多目的ロビーを囲むように配置
○1階に事務室・調理室・陶芸室、2階に和室・会議室を配置
○1階の多目的ロビーと多目的ホール・陶芸室の一体利用を可能とす
る
○事務室は建物北西側に配置し、南西側市道の出入口から、外部駐
車場および北西側県道の出入口まで見渡せる位置関係

そのほか ○駐車場　21台（うち車椅子用1台）、駐輪場　28台
※駐車・駐輪場は児童館と一体利用。

施　設　名 主な用途
規　　　模（㎡）

基本設計
（素案）

提案規模

会議室 会議、集会、研修 128 129

多目的ホール 講演、軽スポーツ 337 348

和室 将棋、茶道、書道 80 88

調理室
料理教室、農産加
工

61 63

陶芸室 陶芸、木工 35（内釜５）27（外釜５）

多目的ロビー 展示、発表会 182 152

児童コーナー 児童館 － 60

音楽スタジオ 音楽の練習 － 72

事務所やトイレなどの共有部分 421 161

延べ床面積合計
1,244

（内釜５）
1,100

（外釜５）

見取り図

1階

2階

基本設計（素案）の内容・規模（建物部分）

基本設計（素案）の基本的な考え方
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平成20年度

上半期
（4月1日～9月30日）

　この「市の財政事情」は皆さんに市の財政がどのように運営されているかを、9月30日現在でお知
らせするものです。
　平成20年度の一般会計予算は163億8,700万円でスタートしましたが、その後の補正により、現在
164億6,685万2千円となっています。
　上半期の主な事業は納付の利便性を図るため、市税・水道料金・下水道使用料・介護保険料など
をコンビニエンスストアで納付することを可能としたことや妊婦の負担を軽減するため妊婦健診に
対する助成を拡充したこと、教育環境の充実を図るため中学校の教職員に各1台ずつ校務用パソコン
の導入・整備をしたことなどです。

一

般

会

計

歳入
歳出

予算総額　164億6,685万2千円
収入済額         72億4,600万8千円
収入率　　　　　　　44.00％

予算総額　164億6,685万2千円
収入済額         61億2,006万6千円
収入率　　　　　　　37.17％

市営水道事業 特別会計の予算執行状況
国民健康保険
（事業勘定）

予算額
46億5,052万8千円

収入済額
17億115万6千円

支出済額
18億2,189万4千円

老人保健

予算額
3億4,212万2千円

収入済額
3億1,142万1千円

支出済額
2億3,912万9千円

介護保険
（事業勘定）

予算額
18億7,430万6千円

収入済額
8億4,270万8千円

支出済額
6億1,723万6千円

後期高齢者医療

予算額
3億904万円

収入済額
1億3,347万2千円

支出済額
6,187万円

下水道事業

予算額
9億5,719万5千円

収入済額
3億3,621万2千円

支出済額
2億2,584万円

学　校　給　食
共同調理場事業

予算額
4億4,387万5千円

収入済額
1億7,141万1千円

支出済額
1億6,317万6千円

財政用語の解説
議会費　議員の報酬や政務調査
費など、議会の活動に必要な経
費です
総務費　市全体に関わる事務の
ほか、広報、企画、交通安全対
策や庁舎の維持管理などに必要
な経費です
民生費　高齢者や障害者、児童
などの福祉の増進に必要な経費
です
衛生費　健康診断やごみ処理な
ど、皆さんの健康や環境衛生の
ために必要な経費です
農林水産業費　農業、畜産の振
興や基盤整備などに必要な経費
です
土木費　道路整備や河川の改修、
橋の維持管理などに必要な経費
です
消防費　消防署の運営や消防団
の活動、災害対策などに必要な
経費です
教育費　学校教育や社会教育な
どに必要な経費です
公債費　過去の借入金の返済に
必要な経費です
諸支出金　公営企業や特別会計
への繰り出しなどに必要な経費
です
市債　市がさまざまな事業を行
う上で必要な財源を調達するた
めの借入金です
繰越明許費　諸事情により、前
年度中に事業が完了できなかっ
たため、平成20年度に繰り越さ
れた予算です

継続費逓
て い じ

次繰越　継続費は2カ
年度以上にわたり支出すべき経
費の総額および年割額を定めて
支出できる経費で、各年度の執
行残額を最終年度まで順次繰り
越して執行することです

市の財産
土地 938,534㎡
建物 141,091㎡
車輌 91台
有価証券 3億7,226万円
出資による権利 3億5,771万2千円

基金
現金 39億5,569万8千円
土地 42,912㎡

地方債の残高
総務債 62億494万8千円
民生債 8億8,011万8千円
衛生債 4億4,735万3千円
土木債 3億576万7千円
消防債 8,980万1千円
教育債 53億4,964万4千円
下水道債 30億7,789万5千円

市の財政事情市の財政事情

市税の内訳
区分 予算額 収入済額

市民税 44億9,248万9千円 24億4,259万5千円
固定資産税 34億2,572万1千円 22億5,424万6千円
軽自動車税 4,854万7千円 4,714万3千円
市たばこ税 3億5,138万5千円 1億4,923万3千円
特別土地保有税 1千円 0円
都市計画税 5億7,171万3千円 3億6,689万2千円

計 88億8,985万6千円 52億6,010万9千円

〈歳入内訳〉

〈歳出内訳〉

区分 予算額 収入済額 収入率
市税 88億8,985万6千円 52億6,010万9千円 59.17％
地方譲与税 1億7,600万円 5,024万4千円 28.55％
地方消費税交付金 4億4,000万円 2億6,977万3千円 61.31％
地方特例交付金 1億1,601万5千円 1億3,576万4千円 117.02％
地方交付税 4億1,337万7千円 2億2,752万5千円 55.04％
国庫支出金 14億8,225万1千円 2億2,453万円 15.15％
県支出金 6億4,770万6千円 1億2,208万円 18.85％
繰入金 8億199万5千円 403万8千円 0.50％
繰越金 2億2,006万1千円 7億681万4千円 321.19％
諸収入 12億3,383万4千円 1,386万3千円 1.12％
市債 14億3,490万8千円 0円 0.00％
そのほか 6億1,084万9千円 2億3,126万8千円 37.86％

区分 予算額 支出済額 執行率
議会費 1億8,652万6千円 9,187万3千円 49.25％
総務費 28億1,733万7千円 9億6,230万9千円 34.16％
民生費 38億3,178万4千円 15億1,322万3千円 39.49％
衛生費 19億6,354万3千円 7億8,937万6千円 40.20％
農林水産業費 1億828万円 4,366万3千円 40.32％
商工費 2億2,363万円 8,256万2千円 36.92％
土木費 9億8,661万3千円 1億5,843万3千円 16.06％
消防費 10億4,666万6千円 5億1,756万4千円 49.45％
教育費 25億7,848万円 8億2,218万1千円 31.89％
公債費 16億8,012万円 8億1,162万9千円 48.31％
諸支出金 10億1,014万6千円 3億2,725万3千円 32.40％
そのほか 3,372万7千円 0円 0.00％

繰越明許費　1億8,281万8千円
継続費逓次繰越　911万円
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総
合
計
画
と
は

　

総
合
計
画
は
市
が
総
合
的
、
計
画

的
な
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く
上
で

の
長
期
的
な
基
本
指
針
と
な
る
も
の

で
、
市
の
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら

れ
る
計
画
で
す
。
こ
の
計
画
は
市
の

将
来
像
と
基
本
理
念
を
定
め
た
「
基

本
構
想
」、
構
想
を
受
け
、
よ
り
具

体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を
定
め

た
「
基
本
計
画
」、
計
画
に
掲
げ
た

各
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め

の
具
体
的
な
事
業
を
定
め
た
「
実
施

計
画
」
の
3
つ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
第
4
次
総
合
計
画
の
将
来

像
を
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な

ま
ち　

し
ろ
い
」
と
し
、
平
成
18
年

度
か
ら
22
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

前
期
基
本
計
画
を
作
成
し
、
年
度
ご

と
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
定
め
る

実
施
計
画
を
基
に
、
計
画
的
な
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

進
行
管
理
は
事
務
事
業

評
価

　

総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
事
務
事
業
評
価
を
活
用
し
た
進

行
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
評

価
は
各
事
業
ご
と
に
目
的
、
対
象
、

手
段
、
成
果
な
ど
を
明
確
に
し
た
上

で
、
評
価
指
標
（
数
値
）
な
ど
に
よ

り
自
己
評
価
を
行
い
、
改
善
・
見
直

し
を
進
め
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
平
成
19
年
度
の
3
3
3

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
評
価
は
左
図
の
と
お
り
で
、
お

育児相談事業
　乳児の健やかな成長を図るため、心身の発育、発達の確認、離乳食指導、
生活指導などの育児に関する情報提供と育児相談の中で子育てを支援する。
計画・目標　4カ月育児相談の参加者数　350人、9カ月育児相談の参加者
数　300人
実績　4カ月育児相談の参加者数　423人、9カ月育児相談の参加者数　
311人
評価結果　良好
判断理由　保健師などが個別に面接し、発育、発達状況を確認することで
適切な指導ができ、また保護者の仲間づくりの機会となり育児不安の軽減
につながっている。
今後の方向性および改革・改善計画など　見直しの上で継続
　より効果的な指導を進めるため、9カ月育児相談を9カ月からの食育教室
として集団指導や個別相談を行い、乳児期の食育支援を充実させる。

小・中学校扇風機設置事業
　夏期における児童・生徒の学習しやすい学習環境を確保するため、普通
教室および個別支援教室に扇風機を設置する。
計画・目標　扇風機の設置校・教室　5校・59教室
実績　扇風機の設置校・教室　5校・59教室
評価結果　良好
判断理由　設置工事が計画どおり実施され、学習しやすい環境が確保された。
今後の方向性および改革・改善計画など　終了
　小・中学校全14校169教室に設置が完了したことから終了とする。

放置自転車対策事業
　駅周辺における歩行者の通行の安全と良好な生活環境を確保するため、
駐輪場内の整理や放置自転車の撤去を行う。
計画・目標　放置自転車の撤去活動回数　36回、放置自転車防止啓発の活
動回数　4回
実績　放置自転車の撤去活動回数　36回、放置自転車防止啓発の活動回数
　8回
評価結果　おおむね良好
判断理由　計画どおりの活動を行ったが、撤去台数は減少しているものの
変わらず放置が多くある。
今後の方向性および改革・改善計画など　現状のまま継続

ふるさと白井魅力発見ウオークの開催
　市民参加型の健康づくりとしてウオーキングイベントを開催する。
計画・目標　年間実施回数　2回、参加人数　280人、協力団体
6団体
実績　年間実施回数　2回、参加人数　240人、協力団体　6団体
評価結果　良好
判断理由　参加人数は目標に達していないが計画どおり開催し、健康づく
りへの関心が高まった。また市の魅力を紹介し、愛着心も高まった。
今後の方向性および改革・改善計画など　現状のまま継続

スポーツ施設予約管理システムの導入
　スポーツ施設や公民館施設のサービス向上と利用増を図るため、イン
ターネットによる施設の空き情報や予約が行える施設予約システムを導入
する。
計画・目標　スポーツ施設　9施設、公民館　8施設
実績　スポーツ施設　9施設、公民館　8施設
評価結果　良好
判断理由　計画どおりシステムを導入し、申し込み件数が増えていること
などから市民サービスの向上が図れた。
今後の方向性および改革・改善計画など　現状のまま継続

建築物の耐震化支援
　木造住宅の所有者に安全性の認識を持ってもらうため、県建築士事務所
協会などの協力の下に相談会を実施する。
計画・目標　相談会　年4回
実績　相談会　年4回
評価結果　おおむね良好
判断理由　相談件数は少ないが、計画どおり実施した。
今後の方向性および改革・改善計画など　見直しの上で継続
　耐震改修を促進することは重要であり、地域防災計画などと整合を図り
ながら促進計画の策定など事業を充実させる。

電子入札システムの導入
　入札および契約事務の効率化などを図るため、インターネットを利用し
た入札の情報公開および入札応札を行う。
計画・目標　電子調達システムの実稼働日数　210日、電子入札実施件数
　30件
実績　電子調達システムの実稼働日数　210日、電子入札実施件数　14件
評価結果　おおむね良好
判断理由　目標値には及ばなかったものの、電子入札の試行実施や資格審
査申請の受け付けを行い、平成20年度の本格的実施に支障のない体制がで
きた。
今後の方向性および改革・改善計画など　現状のまま継続

　

市
が
行
う
事
業
は
設
計
図
と
も
言
え
る
総
合
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
総
合
計
画
の
進
行
管
理
は
事
務
事
業
評
価
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
、
平
成
19
年
度

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
の
評
価
が
終
了
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

評
価
を
行
い
適
正
管
理

〜
総
合
計
画
の
推
進
結
果
〜

お
む
ね
良
好
を
あ
わ
せ
る
と
全
体
の

約
90
㌫
が
良
好
で
あ
る
と
の
評
価
に

な
り
ま
し
た
。

　

評
価
は
担
当
課
に
よ
る
自
己
評

価
（
1
次
評
価
）
に
加
え
、
庁
内
で

組
織
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

（
2
次
評
価
）
を
行
い
ま
し
た
。
2

次
評
価
で
は
、
1
次
評
価
結
果
を
基

に
「
総
合
評
価
」「
今
後
の
方
向
性
」

を
再
評
価
し
ま
し
た
。

評
価
結
果
を
公
表

　

平
成
19
年
度
に
実
施
し
た
主
な
事

業
の
評
価
・
推
進
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

各
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
や
評
価
結

果
の
一
覧
は
、
市
役
所
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
図

書
館
・
各
セ
ン
タ
ー
の
図
書
室
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

申
・
問　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
班

内
線
3
3
5
4
・
5

ふるさと白井魅力発見ウオークでの昼食

※「無記入」は事業が翌年度以降に実
施するため評価できなかったものです。
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税
の
学
習
会
開
催

　

所
得
税
や
住
民
税
の
計
算
方
法
が

わ
か
ら
な
い
人
の
た
め
に
学
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
源
泉
徴
収
票
を
使
っ

て
、
税
金
の
基
礎
的
な
こ
と
に
つ
い

て
解
説
し
ま
す
。

日
時　

27
日
㈭　

午
後
2
時
〜
4
時

会
場　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師　

成
田
税
務
署
職
員
・
市
課
税

課
職
員

申
・
問　

電
話
・
E
メ
ー
ル
か
直
接

課
税
課
市
民
税
班　

内
線
3
1
3
1

〜
3
、

 k
azei@

city
.sh
iroi

.ch
iba.jp

へ

評
価
対
象
は
3
事
業

　

平
成
19
年
度
事
業
の
う
ち
、
評
価

対
象
は
3
事
業
で
す
。
今
年
度
は
市

民
参
加
推
進
会
議
委
員
の
改
選
に
伴

い
、
新
委
員
も
加
え
て
評
価
を
行
い
、

前
年
度
答
申
し
た
「
今
後
の
課
題
」

の
解
決
に
向
け「
今
後
の
取
り
組
み
」

を
含
め
て
提
言
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

答
申
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆（
仮
称
）第
一
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

○
市
民
に
と
っ
て
関
心
の
高
い
事
業

の
た
め
、
地
区
の
み
で
は
な
く
、
広

く
市
民
の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
べ
き
で
す

○
前
年
度
で
も
指
摘
を
し
た
よ
う
に

公
募
委
員
の
早
急
な
補
充
が
必
要
で

す

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
、
意
見
交

換
会
を
早
め
に
開
く
べ
き
で
す

◆
第
8
次
白
井
市
交
通
安
全
計
画
策

定
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

○
市
交
通
安
全
対
策
会
議
に
市
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
条
例
に
変
更
す

べ
き
で
す

○
交
通
安
全
計
画
は
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
が
影
響
を
受
け
る
も
の
な
の

で
、
多
く
の
市
民
の
意
見
を
聞
く
必

要
が
あ
り
ま
す

◆
白
井
市
環
境
基
本
計
画
（
改
訂
版
）

策
定
事
業

評
価　

改
善
を
要
す
る

○
情
報
開
示
を
積
極
的
に
行
い
、
環

境
問
題
に
対
す
る
市
民
の
関
心
を
よ

り
一
層
高
め
て
く
だ
さ
い

◆
今
後
の
取
り
組
み

　

今
後
の
市
民
参
加
を
実
施
を
す
る

た
め
の
主
な
提
言
は
次
の
と
お
り
で

す
。

市
民
参
加
の
拡
充
の
た
め
に
（
10
提

言
）

○
市
政
運
営
の
今
後
の
方
向
性
や
課

題
な
ど
、
特
に
市
民
生
活
に
密
接
に

関
係
す
る
行
政
情
報
を
市
民
に
積
極

的
に
提
供
す
べ
き
で
す

○
市
民
か
ら
の
市
民
提
案
制
度
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
す

○
モ
ニ
タ
ー
登
録
制
度
を
導
入
す
る

公
募
委
員
を
増
や
す
た
め
に
（
7
提

言
）

○
公
募
予
定
の
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

な
ど
市
民
参
加
に
関
す
る
情
報
の
一

元
化
を
図
る
べ
き
で
す

○
女
性
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
保

育
な
ど
に
配
慮
し
、
公
募
委
員
の
女

性
割
合
を
増
や
す
べ
き
で
す

○
人
材
の
育
成
・
確
保
を
図
る
た
め

市
民
大
学
校
と
の
連
携
・
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
市
民
の
興
味
を
喚
起
す
べ
き

で
す

市
の
評
価
シ
ス
テ
ム
精
度
を
高
め
る

た
め
に
（
4
提
言
）

○
事
業
の
担
当
課
で
市
民
参
加
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
自
己
評
価
を
行
う

べ
き
で
す

○
参
加
状
況
を
確
認
す
る
た
め
必
要

に
応
じ
て
事
業
担
当
者
の
出
席
を
求

め
意
見
交
換
を
行
う
べ
き
で
す

○
評
価
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
改
善
提

案
を
入
れ
て
い
く
べ
き
で
す

答
申
を
踏
ま
え
て

　

市
で
は
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、
今

後
よ
り
一
層
の
市
民
参
加
を
推
進
し

「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま
ち

し
ろ
い
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

※
こ
の
答
申
書
は
市
役
所
1
階
情
報

コ
ー
ナ
ー
、図
書
館
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問　

市
民
参
加
推
進
課
市
民
参
加
推

進
班　

内
線
3
1
5
2

市民参加の状況を評価
～市民参加推進会議の答申～

　

市
で
は
市
民
参
加
推
進
会
議
（
市
民
参
加
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
市
長
の
諮
問
機
関
）
に
対
し
「
平
成

19
年
度
市
民
参
加
の
実
施
状
況
に
対
す
る
総
合
的
評
価
」
に
つ

い
て
諮
問
し
、
そ
の
答
申
が
9
月
29
日
に
答
申
書
と
し
て
市
長

に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
安
心
し
て
医

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

保
険
税
（
料
）
を
出
し
合
い
、
お
互

い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
国
民
皆

保
険
制
度
に
よ
り
、
職
場
の
健
康
保

険
（
被
扶
養
者
を
含
む
）
や
長
寿
医

療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

に
加
入
し
て
い
る
人
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
を
除
い
て
、
す

べ
て
の
人
が
国
保
に
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
国
保
の
加
入
・
脱
退
】

　

国
保
に
加
入
す
る
と
き
や
脱
退
す

る
と
き
は
、
14
日
以
内
に
保
険
年
金

課
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出

に
必
要
な
も
の
は
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
国
保
の
貸
し
付
け
な
ど
の
制
度
】

　

国
保
加
入
の
世
帯
に
対
し
て
、
次

の
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
（
保
険
税

に
未
納
が
あ
る
場
合
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
）。
各
制
度
の
詳
し
い
内
容
や

申
請
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
高
額
療
養
費
貸
付
制
度

●
出
産
費
資
金
貸
付
制
度

●
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付

●
出
産
育
児
一
時
金
代
理
受
取
制
度

【
保
険
税
の
納
付
は
お
早
め
に
】

　

保
険
税
は
皆
さ
ん
の
医
療
費
な
ど

の
支
払
い
に
充
て
る
た
め
の
大
切
な

財
源
で
す
。
保
険
税
の
納
期
限
内
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
り
替
え

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
保
険
税
の
納
付
相
談
は
お
早
め
に
】

　

災
害
や
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り

保
険
税
の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
は
、

申
請
に
よ
り
分
割
納
付
な
ど
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
滞
納
を
し
た

ま
ま
に
せ
ず
、
納
付
方
法
に
つ
い
て

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
の
納
付
窓
口
を
開
設
】

　

市
で
は
休
日
・
夜
間
の
納
付
窓
口

の
開
設
と
納
税
方
法
に
つ
い
て
の
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
毎

月
の
広
報
し
ろ
い
1
日
号
最
終
ペ
ー

ジ
の
広
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問　

保
険
年
金
課
国
保
年
金
班　

内

線
3
1
7
1
〜
3

　市民が広く利用する施設（公の施設）の管理に、指定管理者制度を導
入するために、指定管理者の選定などを行う「指定管理者選定審査会委員」
を募集します。
対象　市内在住の満20歳以上　1人
※今後、市の指定管理者になろうとする法人・その他の団体の関係者は
応募できません。
任期　委嘱の日から3年間
報酬　会議1回　6,600円
（今年度は平日に5回開催しました）
■申・■問　20日㈭までに所定の応募用紙（財政課・各センター・市ホームペー
ジにあります）に必要事項を記入の上、郵送か直接財政課行政改革推進
室　内線3381へ

国民年金保険料の
控除証明書を送付

知
っ
て
お
き
た
い
国
民
健
康
保
険

11
月
は
「
ち
ば
国
保
月
間
」

【電話による対応の変更】
　税務相談の受付方法が4日㈫から変わります。4日以降に成田税
務署に掛けた電話は自動音声応答に切り替わりますので、音声に
従って番号を選択してください。
一般的な税金に関する相談　自動音声応答に従い1番を選択して
ください。電話相談センターにつながり、相談を受けます。
成田税務署からの照会に対する問い合わせなど　自動音声応答に
従い2番を選択してください。成田税務署の交換につながり、対応
します。
【納税は期限内に】
　納税は社会の基本的なルールです。日ごろから納税のための資
金を準備し、納税は期限内にお願いします。申告所得税の予定納税・
消費税・地方消費税や法人税の中間申告は、確定申告とは別にそ
れぞれの納期限が定められていますので、注意してください。
【年末調整などの説明会】
　法人・個人の白色申告者を対象とした説明会「平成20年分の年
末調整の仕方並びに法定調書及び給与支払報告書の提出について」
を次のとおり開催します。
日時　11月12日㈬　午後1時30分～（用紙配布　午後1時～）
場所　印西市役所
※個人青色申告者を対象とした「青色申告決算説明会」は12月2日
㈫に印西市役所で行います。
■問　成田税務署☎0476（28）5151、市課税課市民税班　内線3131
～ 3

成田税務署からのお知らせ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

指定管理者選定審査会委員を募集

　平成20年1月から9月までに納付した国民年
金保険料の控除証明書（社会保険料控除証明
書）が、社会保険庁から11月上旬に送付され
ます。10月以降に納付した証明書は、平成21
年2月上旬に送付されます。
　年末調整や確定申告時に社会保険料控除の
申告をする場合は、この控除証明書の添付が
義務付けられていますので、大切に保管して
ください。
控除証明書専用ダイヤル☎0570（070）117
※ＩＰ電話・ＰＨＳ・プリペイド方式の携帯
電話などの場合は☎03（6748）8882へ
■問　千葉国民年金電話センター☎043（203）
5600
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国
民
健
康
保
険
税　

…
…
…
5
期
分

介
護
保
険
料　
　
　

…
…
…
5
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
5
期
分

※
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。 

　

9
日
㈰
か
ら
15
日
㈯
ま
で
の
7
日

間
、
平
成
20
年
秋
季
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
今
一
度
、

家
庭
や
地
域
で
防
火
に
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

火
災
予
防
パ
レ
ー
ド

　

市
・
消
防
署
・
消
防
団
で
は
次
の

と
お
り
火
災
予
防
パ
レ
ー
ド
を
実
施

し
ま
す
。

日
時　

10
日
㈪　

午
前
9
時
30
分
〜

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

今
年
の
6
月
か
ら
は
す
べ
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
だ
取
り

付
け
が
済
ん
で
い
な
い
住
宅
は
早
め

に
取
り
付
け
を
お
願
い
し
ま
す
。
住

　総務省統計局と千葉

県では、国の経済政策

や雇用対策などの基礎

資料とするため、就業・

不就業の状態を調査す

る「労働力調査」を実

施します。毎月末に公

表される完全失業率は

この調査を基に発表さ

れています。

　調査地区には「調査員証」を持った統計調

査員が訪問し、調査票の配布と回収を行いま

すので、調査にご協力ください。

調査期間　平成20年11月～平成21年3月

対象　冨士地区の一部

※調査内容は法律により統計以外の目的には

使用されません。

■問　県統計課統計調査室☎043（223）2220

　国土交通省では
12月1日㈪、全国
各地において「平
成20年住生活総合
調査」を行います。
この調査は住生活
基本法に基づく住
生活の安定・向上
に係る総合的な施
策を推進する上で必要となる基礎資料と
するため、居住環境を含めた住生活全般
に関する実態や居住者の意向・満足度な
どを総合的に調査するもので、5年ごとに
実施するものです。対象となった世帯に
は統計調査員証を持った調査員が訪問し
ますので、調査にご協力ください。
調査期間　11月24日㈪～ 12月7日㈰（基準
日は12月1日㈪）
対象　平成20年住宅・土地統計調査の対
象となる世帯から抽出した普通世帯
■問　都市計画課宅地建築班　内線3233

　阪神淡路大震災
や新潟県中越地震
を教訓として、市
では災害に強いま
ちづくりを推進し
ています。その一
環として建築物の
中でも倒壊などの
危険性が高い一般
建築物（木造住宅）
を対象とした「住宅耐震診断相談会」を
開催します。
日時　28日㈮　午前10時～
場所　市役所2階相談室
対象　昭和56年以前に建築された木造住
宅　6件（申し込み順）
相談員　木造住宅耐震診断士（一級建築
士など）
相談料　無料
■申・■問　21日㈮までに電話か直接都市計
画課宅地建築班　内線3233へ 

　裁判所には離婚・扶養・相続などの家庭内
のもめごとや金銭・土地・建物・交通事故な
どによって生じた民事上のもめごとを、調停
委員会の仲介によって、話し合いで解決する
調停制度があります。
　この調停相談会は佐倉調停協会が主催する
相談会で、調停委員会を組織する調停委員が
無料で相談に応じます。相談希望者は当日に
直接各会場に来て受け付けをしてください。
事前予約はできません。秘密は厳守されます
ので、気軽に相談してください。
【第1回】
日時　8日㈯　午前10時～午後4時
場所　ミレニアムセンター佐倉、成田市保健
福祉館
【第2回】
日時　15日㈯　午前10時～午後4時
場所　印西市総合福祉センター、四街道市総
合福祉センター
■問　佐倉裁判所庶務課☎043（484）1215

　この制度は中

小企業の事業主

が将来従業員に

退職金を支払う

際の支援として、

中小企業退職金

共済機構と契約

を結び、掛け金を納付することにより、機

構が退職金の支払いを事業主に代わって

行うものです。

　この制度に新しく加入した事業主に対

し、市が2年間の補助を行うほか、新たに

この制度を利用する事業主や途中で掛け

金を増額した場合に国が1年間一部補助を

します。

■問　商工振興課商工振興班　内線3242、

勤労者退職金共済機構中退共相談コー

ナー☎03（3436）4351

　突然やってくる身内の不幸。気が動転し

ていて葬儀業者の言いなりのまま契約し、

後で高額な請求が来たなどのトラブルに

遭わないために、事前に葬儀の知識や情

報を収集することが重要です。業者の選

び方や葬儀サービスの内容、どんな費用

が掛かるか、墓全般についてなど、さま

ざまな角度から勉強し、賢い消費者を目

指しましょう。

日時　11日㈫　午前10時～正午

場所　保健福祉センター

対象　一般　30人（申し込み順）

講師　金融広報アドバイザー　齋藤喜代

美さん

■申・■問　電話か直接商工振興課内線3242

へ

　印西地区消防組合では「秋
の火災予防運動」の一環と
して、各小学校からポスター
と標語を募集しました。審
査した結果、市からの入選
者は次のとおりです。おめ
でとうございます。
ポスターの部・優秀賞（社
団法人千葉県危険物安全協
会連合会長賞）　大澤芽生さ
ん（桜台小学校4年生）
※作品は17日㈪から20日㈭まで白井市役所で
展示します。
■問　交通防災課　内線3321

宅
用
火
災
警
報
器
設
置
に
関
す
る
詳

細
は
印
西
地
区
消
防
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

交
通
防
災
課　

内
線
3
3
2
1
、

印
西
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防

課
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
9
9
7
4

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

防火ポスター・標語 
入選者発表

耐震診断相談会

無料調停相談会 中小企業退職金共済制度 消費者講座
賢い葬送のあれこれ・葬儀とお墓
～業者任せで大丈夫ですか～

住生活総合調査にご協力を労働力調査にご協力を

秋
の
火
災
予
防
運
動

「
火
の
し
ま
つ 

君
が
し
な
く
て 

誰
が
す
る
」今年の千葉県消防操法大会

大澤さんの作品

2008.11.1 6



児
童
虐
待
と
は
何
か

　

し
つ
け
の
つ
も
り
で
も
子
ど
も
に

と
っ
て
有
害
で
あ
れ
ば
そ
れ
は
虐
待

で
す
。
あ
な
た
の
周
り
に
「
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
」
が
い

た
ら
す
ぐ
に
市
保
健
福
祉
相
談
室

（
家
庭
児
童
相
談
室
）
や
県
中
央
児

童
相
談
所
に
連
絡
・
相
談
し
て
く

だ
さ
い
（
秘
密
は
必
ず
守
り
ま
す
）。

児
童
虐
待
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

身
体
的
虐
待　

殴
る
、
け
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
な
ど
身
体
に
外
傷
を

負
わ
せ
た
り
、
負
わ
せ
る
恐
れ
の
あ

る
暴
行
を
加
え
る

性
的
虐
待　

性
的
な
い
た
ず
ら
や
性

行
為
な
ど
の
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
子

ど
も
に
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る

ネ
グ
レ
ク
ト　

家
に
閉
じ
込
め
る
・

食
事
を
与
え
な
い
・
病
気
や
け
が
を

し
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
・

入
浴
や
着
替
え
を
さ
せ
ず
、
ひ
ど
く

不
潔
に
す
る
・
学
校
に
行
か
せ
な
い
・

助
け
て
の 

小
さ
な
サ
イ
ン 

受
け
止
め
て

〜
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
〜

イ
ヌ
・
ネ
コ
の
正
し
い
飼

い
方
・
し
つ
け
方
教
室

　

市
で
は
動
物
愛
護
と
正
し
い
飼
育

方
法
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
と
と
も

に
、
人
と
動
物
が
共
生
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
「
犬
・
猫
の

本
能
と
習
性
に
基
づ
く
正
し
い
飼
い

方
・
し
つ
け
方
教
室
」
を
開
催
し
ま

す
。
県
動
物
保
護
管
理
会
相
談
員
で

獣
医
師
資
格
を
持
つ
ド
ッ
グ
ト
レ
ー

ナ
ー
の
石
田
輝
子
さ
ん
が
わ
か
り
や

す
く
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

日
時　

8
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

（
受
け
付
け　

午
前
9
時
30
分
〜
）

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

5
0
0
円
（
別
に
犬
・
猫

テ
キ
ス
ト
各
5
0
0
円
）

申
・
問　

7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
環
境
課
環
境
保
全
班　

内
線　

3
2
7
6
・
7
へ

　

イ
ヌ
や
ネ
コ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
私

た
ち
に
癒
や
し
を
与
え
て
く
れ
る
存

在
で
す
。
し
か
し
マ
ナ
ー
を
守
れ
な

い
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
を
正
し
く
飼
っ

て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
正

し
く
飼
わ
れ
て
い
な
い
ペ
ッ
ト
は
、

ペ
ッ
ト
自
身
が
不
幸
に
な
る
ば
か
り

で
な
く
、
周
り
の
人
に
危
害
を
加
え

た
り
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

な
ど
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
す
。

　

11
月
は
「
動
物
に
よ
る
危
害
防
止

対
策
強
化
月
間
」
で
す
。
動
物
を

飼
う
場
合
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
適

正
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。
法
令
な
ど
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

違
反
し
た
場
合
に
は
罰
金
な
ど
が
科

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
ふ
ん
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

　

道
路
や
公
園
の
砂
場
に
放
置
さ
れ

た
イ
ヌ
や
ネ
コ
の
ふ
ん
は
、
悪
臭
発

生
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

　

散
歩
時
に
は
必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
持
参
し
て
ふ
ん
を
持
ち
帰
り
ま

し
ょ
う
。

●
イ
ヌ
・
ネ
コ
を
捨
て
な
い
で

　

捨
て
ら
れ
た
イ
ヌ
・
ネ
コ
は
周
り

の
人
や
自
然
環
境
に
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。

●
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
面
倒
を

　

万
が
一
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
や

子
イ
ヌ
・
ネ
コ
が
多
く
生
ま
れ
て
自

分
で
飼
え
な
い
場
合
は
、
新
し
い
飼

い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
ど
う
し

て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
絶

対
に
捨
て
ず
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
子
イ
ヌ
・

ネ
コ
を
望
ま
な
い
場
合
は
不
妊
手
術

な
ど
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う

●
動
物
の
飼
い
主
が
わ
か
る
よ
う
に

　

動
物
に
は
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
付
け
る
な
ど
し
て
飼
い
主

が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
も

し
イ
ヌ
・
ネ
コ
が
い
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
、
警
察
、
市
な
ど
へ
確
認
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

●
イ
ヌ
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
必
ず
し
よ
う

　

イ
ヌ
を
飼
う
場
合
は
必
ず
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
防
注
射
実
施
率
を
上
げ
る
こ
と
に

よ
り
、
国
内
に
狂
犬
病
が
侵
入
し
て

も
、
ま
ん
延
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
登
録
と
予
防
注
射
を
し
た
イ
ヌ

に
は
登
録
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射

済
票
を
必
ず
付
け
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ペ
ッ
ト
と
仲
良
く

〜
動
物
に
よ
る
危
害
防
止
対
策
強
化
月
間
〜

●
イ
ヌ
の
放
し
飼
い
は
や
め
て

　

イ
ヌ
の
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ヌ
を
運
動
さ
せ
る
と
き

は
、
運
動
さ
せ
る
人
と
イ
ヌ
を
短
い

引
き
綱
で
つ
な
ぎ
、
い
つ
で
も
制
止

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
ネ
コ
は
屋
内
で
飼
っ
て

　

ネ
コ
を
屋
外
で
飼
う
と
近
隣
宅
へ

勝
手
に
入
り
迷
惑
を
掛
け
た
り
、
交

通
事
故
に
遭
う
な
ど
の
危
険
が
あ
り

ま
す
。

●
む
や
み
に
は
餌
を
与
え
な
い

　

飼
い
主
が
わ
か
ら
な
い
イ
ヌ
や
ネ

コ
に
、
む
や
み
に
餌
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
特
定
動
物
を
飼
う
場
合

　

サ
ル
・
ヘ
ビ
・
ワ
ニ
な
ど
の
特
定

動
物
を
飼
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

保
健
所
長
の
許
可
が
必
要
で
す
。
動

物
が
逃
げ
出
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に

施
設
の
管
理
に
は
十
分
注
意
を
払
っ

て
く
だ
さ
い
。
逃
げ
た
場
合
に
は
直

ち
に
保
健
所
・
警
察
へ
通
報
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

印
旛
保
健
所
☎
0
4
3
（
4
8

3
）1
1
3
7
、動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
0
4
7
6
（
9
3
）
5
7
1
1
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
0
0
5
0
、
市

環
境
課
環
境
保
全
班　

内
線
3
2
7

6
・
7

保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
虐
待

行
為
を
放
置
す
る
な
ど
保
護
者
と
し

て
の
監
護
を
著
し
く
怠
る

心
理
的
虐
待　

言
葉
で
脅
す
・
無
視

す
る
・
兄
弟
間
の
差
別
的
扱
い
を
す

る
・
目
の
前
で
家
族
に
暴
力
を
振
る

う
な
ど
子
ど
も
の
心
に
傷
を
与
え
る

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

子
ど
も
を
ど
の
よ
う
に
し
つ
け
て

よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
い
ら
い
ら
し

て
な
ぐ
っ
て
し
ま
う
な
ど
、
悩
ん
で

は
い
ま
せ
ん
か
。
誰
も
が
子
育
て
に

悩
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
家
族
や
友
人
ま
た
は
市
保
健

福
祉
相
談
室
（
家
庭
児
童
相
談
室
）、

県
中
央
児
童
相
談
所
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

家
庭
等
に
お
け
る
暴
力
対

策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

　

市
で
は
児
童
虐
待
の
ほ
か
高
齢
者

虐
待
・
障
害
者
虐
待
・
D
V
（
配
偶

者
な
ど
か
ら
の
暴
力
）
や
弱
い
立
場

の
人
に
対
す
る
暴
力
の
防
止
、
虐
待

を
受
け
た
人
の
保
護
を
す
る
た
め

「
市
家
庭
等
に
お
け
る
暴
力
対
策
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
を
設
置
し
、
関

係
機
関
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
、

虐
待
な
ど
の
防
止
や
被
害
者
に
対
す

る
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。

　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売
買春、セクシュアル・ハラスメント、ストー
カー行為などの暴力は女性の人権を著しく
侵害するもので、男女共同参画社会を形成
していく上で決して許されない問題です。
　そこで女性の人権尊重のための意識啓発
や教育の充実を図るため「女性に対する暴
力をなくす運動」が実施されます。
　市ではこのような問題に対応するため、
次の支援を行っています。
◆女性生き生き相談（予約制）
　さまざまな悩みや心の相談を受け、自分
で解決できるように導く自立支援を行って
います。
日時　毎月第2木曜日　午前10時～午後4
時
場所　保健福祉センター
◆配偶者暴力緊急一時避難支援
　配偶者などから暴力を受けた人が生命の
安全確保のため、所持金を持たず緊急避難
する場合に宿泊料などを支給します。
■申・■問　企画政策課企画政策班内線3352・
3へ

連
絡
・
相
談
先

　

あ
な
た
の
周
り
で
虐
待
を
受
け
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
子
ど

も
な
ど
が
い
た
り
、
子
育
て
に
悩
ん

で
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
施
設

に
連
絡
・
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

虐
待
な
ど
の
連
絡
や
保
健
・
福
祉
に

か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
は

▼
市
保
健
福
祉
相
談
室
相
談
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
1

児
童
虐
待
の
連
絡
や
子
ど
も
と
家
庭

の
問
題
の
相
談
は

▼
市
家
庭
児
童
相
談
室
☎
（
4
9
7
）

3
4
7
7

児
童
虐
待
の
相
談
・
連
絡
は

▼
県
中
央
児
童
相
談
所
☎
0
4
3

（
2
5
2
）
1
1
5
2
（
24
時
間
・

年
中
無
休
）

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

温水センター臨時休館

　温水センターは
印西市民水泳大会
の開催と定期保守
メンテナンスを行
うため、次のとお
り臨時休館します。
休館日時　①3日㈷
午前10時～午後5時（午後5時から8時まで
は通常通り開館します）
②8日㈯～ 20日㈭　終日
■問　印西温水センター☎0476（47）1661

女性に対する暴力をなくす運動
12日㈬～25日㈫

女性に対する暴力根絶のためのシンボルマーク

2008.11.17



サツマイモ団子

材　料（2人分）
サツマイモ20㌘　白玉粉
20㌘　きな粉小さじ2　
砂糖小さじ1
作り方　①皮をむいたサ
ツマイモをゆで、やわら
かくなったらゆで汁を捨
てつぶす　②ボールに白
玉粉と①のサツマイモを
入れ、耳たぶの固さにな
るまで練る（固い場合は水を少しづつ入れて調整）　
③練ったものを4等分に分けて丸め、真ん中をつぶす
④丸めた団子を沸騰した湯に入れ、浮いてから約1分
たったら湯から上げて水に入れて冷やす　⑤きな粉と
砂糖を混ぜ合わせ、水気を切った団子にまぶす
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　サツマイモのおいしい季節になりました。白玉団子
にサツマイモを練りこんだ和風のおやつを紹介します。
旬の食材は栄養価が高く、おいしさも倍増します。サ
ツマイモの自然の甘さを生かした手作りおやつです。
1人当たりの栄養価　102㌔㌍

サツマイモ団子

訪
問
歯
科
診
療

　

市
で
は
歯
科
医
院
に
通
院
が
困
難

な
人
の
た
め
に
自
宅
へ
訪
問
し
、
入

れ
歯
の
修
理
や
歯
痛
の
治
療
な
ど
の

歯
科
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

診
療
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
1

時
〜
4
時　

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

対
象　

市
内
在
住
で
歯
科
医
院
に
通

院
困
難
な
寝
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

65
歳
以
上
の
人
・
障
害
の
あ
る
人

診
療
料　

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負

担協
力
歯
科
医
院　

齋
藤
歯
科
医
院
、

広
瀬
歯
科
医
院
、
富
士
デ
ン
タ
ル
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
西
白
井
歯
科
医
院
、
吉

岡
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
白
井
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
、
高
野
台
歯
科
、
富
塚
歯

科
医
院
、
鈴
木
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ラ
イ
オ
ン
歯
科
、
あ
ま
り
歯
科
医
院
、

タ
マ
キ
歯
科
医
院
、
オ
リ
オ
ン
歯
科

西
白
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
さ
く
ら
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
あ
い
だ
歯
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
ほ
ん
ま
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

　

来
年
4
月
か
ら
保
育
所
に
新
規
入

所
を
希
望
す
る
子
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。

受
付
期
間  

【
1
次
】
12
月
1
日
㈪

〜
1
月
30
日
㈮
（
必
着
）【
2
次
】

2
月
2
日
㈪
〜
13
日
㈮
（
必
着
）

※
2
次
受
け
付
け
分
は
1
次
受
け
付

け
分
の
入
所
決
定
後
の
判
定
に
な
り

ま
す
。
市
外
の
保
育
所
入
所
を
希
望

す
る
人
は
12
月
20
日
㈯
（
必
着
）
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

入
所
基
準  

保
護
者
が
次
の
①
か
ら

④
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
家

庭
で
の
保
育
が
困
難
な
場
合
（
同
居

の
祖
父
母
な
ど
の
家
族
が
保
育
で
き

る
場
合
を
除
く
）

①
日
々
就
労
し
て
い
る

②
母
親
の
出
産
前
後

③
保
護
者
の
病
気
・
け
が
、
ま
た
は

病
人
・
障
害
者
な
ど
の
介
護
に
当

た
っ
て
い
る

④
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
遭

い
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る

心
理
発
達
相
談
員
で
す

一

人

一

人

の

個

性

を

と

ら

え

る

　

数
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
私
は
星

野
富
弘
さ
ん
の
講
演
を
聴
く
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
星
野
さ
ん
は
事
故
に

よ
っ
て
手
足
の
自
由
を
失
い
、
そ
の

後
長
い
苦
悩
の
末
に
、
口
で
筆
を
く

わ
え
て
文
字
や
絵
を
書
き
始
め
「
花

の
詩
画
集
」
に
よ
っ
て
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
を
聴
い
て
早
速
詩
画
集
を
買

い
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
く
と
、
そ
こ

に
は
や
さ
し
く
素
朴
な
花
の
絵
が
登

場
し
、
ユ
ー
モ
ア
と
暖
か
さ
、
そ
し

て
心
に
染
み
入
る
よ
う
な
詩
が
添
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
詩
画
集
と
出

会
っ
た
こ
と
で
、
幾
度
も
自
分
自
身

が
慰
め
ら
れ
、
心
が
安
ら
ぎ
ま
し
た
。

私
の
特
に
感
じ
た
星
野
さ
ん
の
花
の

絵
の
魅
力
は
、
枯
れ
た
り
虫
に
食
わ

れ
た
葉
、
土
に
汚
れ
た
茎
、
し
ぼ
み

か
け
た
花
び
ら
な
ど
も
省
か
ず
、
き

ち
ん
と
丁
寧
に
描
い
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
私
た
ち
や
日
々
接
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
に
置
き
換
え
た
と
き
、

深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も

も
大
人
も
完
璧
な
人
間
は
い
な
い
け

れ
ど
、
一
人
一
人
の
個
性
を
丁
寧
に

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
お
互

い
を
理
解
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
よ

り
関
係
を
深
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

言
葉
が
遅
い
、
落
ち
着
き
が
な

い
、
歩
く
の
が
遅
く
動
き
が
ぎ
こ
ち

な
い
な
ど
、
成
長
や
発
達
に
心
配
の

あ
る
子
ど
も
の
子
育
て
を
支
援
す
る

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
が
開
設
し
て
、

今
年
で
7
年
が
た
ち
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
は
年
々
増
え
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
く
個

性
的
に
日
々
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
と
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
は
何
よ
り
も
支
え
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
家
族

と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
丁

寧
に
と
ら
え
、
理
解
し
合
い
な
が
ら

発
達
を
支
え
る
手
伝
い
を
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
や
成
長
に
心
配
が

あ
る
と
き
は
、
家
族
だ
け
で
悩
ま
ず

に
、
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

心
理
発
達
相
談
員　

関
口　

薫

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
21
年
度

　

保
育
所
入
所
申
込
受
付

　日ごろの悩みをおしゃべりしながら、おもちゃの製作
や離乳食の試食などを行い、楽しいひとときを過ごしま
しょう。
日時　20日㈭　午前10時30分～正午（午前の部）、午後
1時30分～ 3時（午後の部）
場所　ドリーム＊ポケット（はなぶさ保育園内）
対象　市内在住1歳未満の子とママ　午前・午後の各部
5組（申し込み順）
持ち物　赤ちゃんマット（バスタオルなど）食事用のエ
プロン
参加費　無料
■申・■問　4日㈫からドリーム＊ポケット☎（497）7872
へ

親子座談会
あかちゃんポケット

申
・
問　

申
込
書
類
（
は
な
ぶ
さ
保

育
園
を
除
く
市
内
各
保
育
園
・
児
童

家
庭
課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
児
童
家
庭
課
保
育
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
8
へ

※
は
な
ぶ
さ
保
育
園
（
認
定
こ
ど
も

園
）
に
つ
い
て
は
、
直
接
は
な
ぶ
さ

保
育
園
☎
（
4
9
7
）
7
8
7
0
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　

初
妊
婦
さ
ん
、
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
し
て
友
達
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
親
子
遊
び
の
紹

介
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

6
日
㈭　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス
マ

イ
ル
（
清
水
口
保
育
園
内
）

対
象　

初
妊
婦
（
自
由
参
加
）

問　

健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

　みんなで歌を歌ったりパネルシア
ターを見たり、劇にも参加できる楽し
いクリスマス会です。
サンタさんも来ますよ。
日時　12月13日㈯　午前10時～正午
（受け付け　午前9時45分～）
場所　文化会館中ホール
対象　市内在住の2歳から小学低学年
までの子とその保護者　30組（申し込
み順）

■申・■問　しろいファミリー・サポート・
センター☎（497）3496へ

す
ま
い
る
歯
科

申
・
問　

健
康
課
保
健
予
防
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
教
室

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
人
を
対
象
に
、

全
身
を
使
っ
た
簡
単
な
体
操
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
す
。
一
緒
に

楽
し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

26
日
㈬　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
人
と
そ

の
家
族　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

申
・
問　

21
日
㈮
ま
で
に
身
体
障

害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）

3
4
8
5
へ

　老人クラブとは高齢者が老後の生
活を健全で豊かなものにするため、
社会奉仕活動や生きがいと健康づく
りに関連した各種活動を行う団体で、
おおむね60歳以上の市内在住者誰
でも加入できます。自治会などの単
位で結成されており現在21クラブ
に1,400人の加入者がいます。
　より豊かなシニアライフを一緒に
楽しみましょう。

■問　市老人クラブ連合会（高齢者
福祉課内）☎（497）3484

　子宮頸がん・歯周疾患検診は30日㈰
が受診期限です。問診票を持っていて
受診していない人は、早めに指定医療
機関に予約をして受診してください。
■問　健康課保健予防班☎（497）3495

子宮頸がん・歯周疾患検診

地域の老人クラブに
参加しませんか

ファミサポくりすます会

ゲートボールを楽しむクラブ加入者
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

　

厚
い
雲
に
覆
わ
れ
謎
に
包
ま
れ
て

い
た
金
星
に
探
査
機
が
送
り
込
ま
れ
、

そ
の
素
顔
が
解
明
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

平
成
22
年
に
は
日
本
初
の
金
星
探
査

機
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
そ

の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
携
わ
っ
て
い
る
大

月
さ
ん
を
お
呼
び
し
て
、
金
星
の
不

思
議
に
迫
り
ま
す
。
講
演
会
の
後
、

金
星
の
観
望
会
も
行
い
ま
す
（
約
30

分
間
）。

日
時　

8
日
㈯　

午
後
3
時
30
分
〜

5
時
（
受
け
付
け　

午
後
3
時
10
分

〜
）

※
観
望
会
は
天
候
が
雨
や
曇
な
ど
で

金
星
が
観
測
で
き
な
い
場
合
は
行
い

ま
せ
ん
。

対
象　

中
学
生
以
上　

86
人
（
先
着

順
）

参
加
費　

1
0
0
円

場
所　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ド
ー
ム
内

問　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
館
☎
（
4
9

2
）
1
1
2
5

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

日
時　

12
月
7
日
㈰　

午
前
9
時
〜

場
所　

白
井
高
等
学
校
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
中
学
生
以
上

部
門　

ダ
ブ
ル
ス
（
男
子
1
・
2
部
、

女
子
1
・
2
・
3
部
）

参
加
費　

学
生　

1
人
1
、
0
0
0

円
、
一
般　

1
人
1
、
5
0
0
円

申　

11
月
27
日
㈭
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
は
が
き
に
出
場
部
門
・
住

所
・
職
業
・
電
話
番
号
・
ク
ラ
ブ
加

入
者
は
ク
ラ
ブ
名
を
記
入
の
上
、
生

涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
へ

問　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

平
井
☎

0
9
0
（
8
7
2
5
）
2
8
3
8

準
要
保
護
児
童
・
生
徒

に
就
学
費
を
援
助

　

市
で
は
市
内
に
在
住
し
、
経
済
的

な
理
由
な
ど
で
、
小
・
中
学
校
に
就

学
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
お
よ
び

生
徒
に
、
就
学
費
を
援
助
す
る
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象　

小
・
中
学
校
に
就
学
す
る
子

を
持
つ
保
護
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

○
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の
停

止
ま
た
は
廃
止

○
地
方
税
法
に
基
づ
く
個
人
の
事
業

税
の
減
免
、
市
町
村
民
税
非
課
税
・

減
免
ま
た
は
固
定
資
産
税
の
減
免

○
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
国
民
年
金

の
減
免

○
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
保
険

料
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予

○
児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
く
児
童

扶
養
手
当
の
支
給

○
世
帯
更
生
貸
付
補
助
金
に
よ
る
貸
付

※
各
項
目
に
該
当
し
な
い
場
合
で
も

生
活
保
護
世
帯
に
準
じ
、
生
活
に
困

窮
し
て
い
る
場
合
や
、
病
気
や
突
発

的
な
事
故
、
災
害
な
ど
の
た
め
経
済

的
に
困
窮
し
て
い
る
人
で
、
援
助
を

希
望
す
る
人
は
、
学
校
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

援
助
す
る
経
費　

学
用
品
費
・
校
外

活
動
費
・
通
学
費
・
修
学
旅
行
費
・

新
入
学
用
品
費
・
医
療
費
・
学
校
給

食
費
な
ど

申　

申
請
書
（
各
学
校
・
学
校
教
育

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
該
当
す
る
項
目
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
る
書
類
を
添
付
し
、
在

学
し
て
い
る
学
校
を
通
し
て
学
校
教

育
課
へ

問　

学
校
教
育
課
学
務
班　

内
線

3
4
2
3
、
各
学
校
、
各
地
区
民
生

委
員

　ＯＮスポーツクラブでは設立後初めてのイベントを行います。大人も子どももスポー
ツを通して楽しみませんか。
日時　8日㈯　午前10時～午後3時（雨天決行）
場所　大山口中学校（グラウンド・体育館）
対象　一般（自由参加）
参加費　無料
イベント内容
～午前～
○体験種目　インディアカ、バウンドテニス、模型飛行機
○みんなで楽しもう　ソフトボール、ドッジボールなど
～お昼～
○お餅つき（つきたてのお餅を配るよ）
○豚汁（エコのため、お椀とお箸を持参してください）
～午後～
○体験種目　卓球、模型飛行機
○みんなで楽しもう　ソフトボール、キッズテニス、卓球など
問　ONスポーツクラブ・クラブハウス☎（411）9559、市生涯学習課スポーツ振興班　
内線3434

プラネタリウム館　天文講演会

金星～ヴィーナスの
素顔を探る

講師　大月祥子さん（ＪＡＸＡ）

市内の総合型地域スポーツクラブ

学校区 主な活動場所 入会金
年会費

大人 中学生
以下

65歳以
上

桜台スポーツクラブ　問　会長佐藤☎（491）7757
桜台中学校区 桜台小・中学校・

十余一庭球場 1,000円 6,000円 3,600円 3,600円

スポーツコミュニティみなみ　問　会長鶴岡☎（491）8704
南山中学校区 南山小・中学校・

南山庭球場 1,000円 6,000円 2,400円 4,800円

ＯＮスポーツクラブ　問　会長石﨑☎（491）5236
大山口・七次
台中学校区

清水口小・七次
台小・第三小・
野口庭球場

1,000円 6,000円 2,400円 4,800円

※年会費は4月からの会費で、途中入会者の場合は月割りの会費
となるほか、保険料が自己負担となります。

◆
医
療
講
演
会

　

糖
尿
病
の
基
礎
と
治
療
を
テ
ー
マ

に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

18
日
㈫　

午
後
2
時
〜　

場

所　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
店　

講
師　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク

病
院
糖
尿
病
科　

八
木
一
夫
医
師

※
当
日
無
料
で
血
糖
値
の
測
定
が
で

き
ま
す
。

問　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
5
7
）
9

9
0
0

◆
始
ま
り
ま
す
裁
判
員
制
度

【
裁
判
員
制
度
】　

来
年
の
5
月
21
日

か
ら
始
ま
る
裁
判
員
制
度
は
、
国
民

の
中
か
ら
裁
判
員
を
選
び
、
刑
事

裁
判
に
参
加
し
て
も
ら
う
制
度
で
す
。

裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場
合
、
裁
判
官

と
一
緒
に
被
告
人
が
有
罪
か
ど
う
か
、

有
罪
の
場
合
ど
の
よ
う
な
刑
に
す
る

か
を
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
裁
判
員
候
補
者
】　

現
在
全
国
の
地

方
裁
判
所
で
は
、
選
挙
人
名
簿
か
ら

く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
提
出
さ
れ
た

名
簿
を
基
に
、
平
成
21
年
分
の
裁
判

員
候
補
者
名
簿
の
作
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
載
っ

た
人
に
は
11
月
下
旬
に
裁
判
所
か
ら

名
簿
記
載
通
知
が
送
付
さ
れ
、
選
任

手
続
き
に
進
ん
で
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。
法
律
上
裁
判
員
に
な
る
こ
と

は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定

の
事
由
に
よ
り
辞
退
が
認
め
ら
れ
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問　

千
葉
地
方
裁
判
所
☎
0
4
3

（
2
2
2
）
0
1
6
5

◆
世
界
人
権
宣
言
60
周
年
ち
ば
ハ
ー

ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ

2
0
0
8

　

タ
レ
ン
ト
の
島
田
洋
七
さ
ん
に
よ

る
講
演
、
元
気
・
勇
気
・
や
る
気
「
人

生
楽
し
く
て
当
た
り
前
」
と
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
加
納
洋
さ
ん
に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

日
時　

12
月
25
日
㈭　

午
後
1
時
〜

（
開
場　

正
午
）　

場
所　

千
葉
県
文

化
会
館　

対
象　

一
般　

1
、4
0

0
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

入
場
料　

無
料

申
・
問　

11
月
28
日
㈮
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
人
数

（
1
通
に
付
き
2
人
ま
で
）、
託
児

サ
ー
ビ
ス
・
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記

希
望
の
有
無
、
返
信
用
宛
て
先
を
記

入
の
上
、
〒
2
6
0
―
0
8
5
5
、

千
葉
県
庁
内
郵
便
局
留　

ち
ば
ハ
ー

ト
フ
ル
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
タ
事

務
局
（
県
健
康
福
祉
政
策
課
内
）
☎

0
4
3
（
2
2
3
）
2
3
4
8
へ

◆
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

首
都
圏
の
若
い
男
性
の
約
4
人
に

1
人
は
1
週
間
に
60
時
間
以
上
も
働

い
て
お
り
、
父
親
が
子
育
て
に
関
わ

り
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
化
の
流
れ
を
変
え
る
た
め
に
も
、

子
育
て
を
母
親
任
せ
に
せ
ず
、
父
親

が
子
育
て
に
積
極
的
に
関
わ
り
、
子

育
て
の
喜
び
を
実
感
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
れ
に
は
仕
事
と
家
庭
生
活
の
調

和
を
意
味
す
る
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
を
実
現
し
て
い
く
こ
と

が
何
よ
り
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
個

人
や
家
族
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

企
業
に
と
っ
て
も
人
材
の
確
保
・
定

着
と
い
う
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

八
都
県
市
（
埼
玉
県
、
千
葉
県
、

東
京
都
、
神
奈
川
県
、
横
浜
市
、
川

崎
市
、千
葉
市
、さ
い
た
ま
市
）
で
は
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
す
る
た
め
、
11
月
を
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
期
間
と
し
て
、
こ
の
期
間
の
定
時

退
社
を
皆
さ
ん
に
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
職
場
で
も
定
時
ま
た

は
早
め
の
退
社
に
努
め
る
と
と
も
に
、

働
き
方
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　

県
雇
用
労
働
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
2
7
4
1

◆
公
立
小
・
中
学
校
講
師
の
登
録

　

県
教
育
委
員
会
で
は
北
総
教
育
事

務
所
管
内
（
印
旛
地
区
、
香
取
地
区
、

海
匝
地
区
な
ど
）
の
小
・
中
学
校
講

師
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
こ
の
登
録
を

基
に
教
員
免
許
取
得
者
の
名
前
や
連

絡
先
な
ど
を
把
握
し
、
教
員
が
出
産

や
育
児
な
ど
で
教
職
か
ら
離
れ
て
い

る
間
に
、
代
わ
っ
て
授
業
や
学
級
支

援
な
ど
を
行
う
臨
時
的
な
教
員
と
し

て
の
仕
事
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
採

用
に
つ
い
て
は
必
要
が
生
じ
た
際
に

連
絡
し
、
面
接
な
ど
で
選
考
し
ま
す
。

対
象　

教
員
免
許
状
を
有
し
年
齢
満

60
歳
未
満
の
人　

報
酬
な
ど　

登
録

後
、
採
用
さ
れ
た
場
合
は
次
の
よ
う

な
勤
務
形
態
と
な
り
ま
す
（
給
与
は

勤
務
実
績
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

【
臨
時
的
任
用
講
師
（
産
休
補
助
講

師
、
育
児
休
業
補
助
講
師
な
ど
）】　

給
与　

月
2
2
0
、0
0
0
円
程
度

（
大
学
新
規
卒
業
者
の
場
合
）　

諸
手

当　

通
勤
・
住
居
・
期
末
勤
勉
手
当

勤
務
時
間　

週
40
時
間

【
非
常
勤
講
師
（
中
学
校
教
科
担
任

講
師
、
妊
娠
教
員
補
助
講
師
な
ど
）】

給
与　

1
時
間　

2
、8
3
0
円（
週

に
担
当
す
る
授
業
時
数
に
応
じ
て
支

給
す
る
場
合
）、
月
1
7
2
、0
0
0

円
（
月
額
報
酬
、
週
30
時
間
勤
務
の

場
合
）

※
給
与
は
勤
務
実
績
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

申
・
問　

登
録
申
請
書
（
千
葉
県

教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

w
w
w
.p
re
f.c
h
ib
a
.lg
.jp
/

k
y
o
u
ik
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

に
あ

り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

郵
送
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
〒
2
8
5

―
0
0
2
6
、

佐
倉
市
鏑
木
仲
田
町
8
―
1　

千
葉

県
教
育
庁
北
総
教
育
事
務
所
管
理
課

☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
4
8
・

h
k
su
-k
an
ri@
m
z.p
re
f.

ch
iba.lg

.jp

へ

総合型地域スポーツクラブに参加しよう

　生涯に渡って身近で気軽にスポーツを楽しむことができる「生
涯スポーツ社会」を実現するために、中学校区単位でスポーツク
ラブを設立しています。このスポーツクラブのことを総合型ス
ポーツクラブといいますが、白井市の場合、運営や各種目の指導
者は地域の皆さんが主体的に行っています。会員になると、ひと
つのスポーツ種目だけでなく複数の種目に参加できます。
　現在、市内に下表のように3つのスポーツクラブが設立してい
ます。お近くのスポーツクラブに参加してみませんか。
問　市生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

Ｃ池下章裕○

2008.11.19



ね
ん
ね
さ
ん

　

生
後
6
カ
月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と

マ
マ
た
ち
の
仲
間
作
り
の
場
で
す
。

日
時　

5
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

市
内
在
住
の
0
カ
月
〜
6
カ

月
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ　

16
組

（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

赤
ち
ゃ
ん
マ
ッ
ト
（
バ
ス

タ
オ
ル
）

材
料
費　

2
0
0
円

申　

電
話
か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
へ母

親
く
ら
ぶ

　

制
作
や
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
楽

し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
時　

26
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

子
育
て
中
の
マ
マ
お
よ
び
地

域
の
マ
マ　

16
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

材
料
費　

3
0
0
円

申　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
白

井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導
を
行
い

ま
す
。

日
時　

5
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

0
歳
児
（
平
成
19
年
4
月
2

日
以
降
生
ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者　

30
組
（
先
着
順
）

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

み
ん
な
で
ご
ち
そ
う
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。
ハ
サ
ミ
で
チ
ョ
キ
チ
ョ
キ

ご
ち
そ
う
遊
び
で
す
。

日
時　

7
日
㈮　

午
前
10
時
半
〜
午

前
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
親　

20
組

（
先
着
順
）

親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
を
し
ま
し
ょ

う
。
お
買
い
物
を
し
た
り
、
お
店
屋

さ
ん
に
変
身
し
ま
す
。

日
時　

18
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

午
前
11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

紙
・
布
・
ビ
ニ
ー
ル
な
ど

の
手
さ
げ
袋　

１
袋

縫
製
講
習
会

　

キ
テ
ィ
ち
ゃ
ん
の
抱
き
枕
を
作
る

ほ
か
、
手
芸
・
小
物
づ
く
り
な
ど
を

楽
し
く
学
び
ま
す
。

日
時　

18
日
㈫
・
19
日
㈬
・
21
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
全
日
程
参
加
で
き
る
人　

15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

裁
縫
道
具

参
加
費　

無
料

申　

12
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直
接
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

働
き
た
い
高
齢
者
の

た
め
の
講
習
会

日
程　

下
表
の
と
お
り

対
象　

市
内
在
住
の
働
き
た
い
60
歳

台
前
半
を
中
心
と
し
た
高
齢
者
（
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

※
修
了
者
は
講
習
会
最
終
日
ま
た
は

後
日
開
催
の
合
同
面
接
会
に
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

往
復
は
が
き
に
講
習
№
・
講
習

名
・
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
年

齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

高

齢

者

講習№ 講習名 講習期間 定員 締め切り 場　　所

27
ガイドヘルパー養
成（注１）

12月16日 ㈫ ～
24日㈬（5日間）
9：30 ～ 16：00

30人 12月4日㈭
ちば仕事プラザ
（千葉市）

208
社会保険労務士補
助業務

1 ２ 月 ３ 日 ～
２４日（8日間）
9：00 ～ 16：00

40人 11月25日㈫
千葉情報経理専
門学校（千葉市）

注１　ホ-ムヘルパー 2級資格と普通免許所持者が対象です。

陶芸講座
　葉っぱを型どった皿など、2作品を作ります。
日時　11日㈫～　午前9時30分～正午（毎週火曜日全5回）
対象　おおむね60歳以上　20人（先着順）
参加費　700円
申　8日㈯までに電話か直接福祉センターへ

赤ちゃん広場
　親子で楽しく触れ合いあそびをします。
【つくしちゃん】
日時　13日㈭　午前10時30分～ 11時30分
対象　市内在住満1歳以上の子とその保護者　15組（申し込み
順）
参加費　無料
【つぼみちゃん】
日時　20日㈭　午前10時30分～ 11時30分
対象　市内在住1歳未満の子とその保護者　15組（申し込み順）
参加費　無料
申　電話か直接桜台センターへ

初級パソコン講習会
《ステップアップ講座》
日時　11月25日㈫～ 28日㈮、12月1日㈪　午後1時～ 4時
内容　年賀はがきの作成・Ｅメール･インターネットなど
対象　市内在住のおおむね６０歳以上で、マウスの操作・文
字入力ができ、全日程参加できる人　10人（応募者多数の場
合は抽選）
参加費　1,000円（テキスト代）
申　11月12日㈬までに往復はがきに住所・氏名（フリガナ）・
電話番号・生年月日を記入の上、シルバー人材センターへ

◆
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広
場

　

N
P
O
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
で
は
㈶
さ
わ
や
か
福
祉
財
団

お
よ
び
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
共
催
で

「
少
年
と
老
人
そ
し
て
協
力
選
手（
柏

レ
イ
ソ
ル
ユ
ー
ス
の
選
手
）
と
の
交

流
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
も
う
」
を

テ
ー
マ
に
「
サ
ッ
カ
ー
さ
わ
や
か
広

場
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

8
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

内

容　

ド
リ
ブ
ル
リ
レ
ー
対
抗
戦
、
協

力
選
手
と
少
年
・
お
年
寄
り
と
の
交

流
プ
レ
イ
、
サ
ッ
カ
ー
す
ご
ろ
く
、

的
当
て
キ
ッ
ク
合
戦
、
サ
イ
ン
会
ほ

か問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
総
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン　

岡
田
☎
（
4
9
2
）
2
5

0
0

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時
・
場
所　

8
日
㈯　

午
後
1
時

〜
4
時
・
柏
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、

29
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時
・
千
葉

市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎

0
4
3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
み
ん
な
で
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

in
香
取

　

香
取
市
・
香
取
市
教
育
委
員
会
・

北
総
人
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で

は
中
学
生
の
人
権
作
文
発
表
と
横
田

滋
・
早
紀
江
夫
婦
に
よ
る
人
権
講
演

「
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
に
願
い
を
こ
め
て
」

を
行
い
ま
す
（
手
話
通
訳
が
あ
り
ま

す
）。

日
時　

29
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

（
開
場　

午
後
0
時
30
分
）　

場
所　

香
取
市
佐
原
文
化
会
館　

対
象　

一

般　

7
0
0
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

入
場
料　

無
料

申
・
問　

15
日
㈯
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
入
場
希
望
人
数

（
は
が
き
１
枚
に
付
き
2
人
ま
で
）、

返
信
用
の
あ
て
先
を
記
入
の
上
、
〒

2
8
7
―
8
5
0
1
、
香
取
市
佐
原

ロ
2
1
2
7　

香
取
市
役
所
市
民
活

動
推
進
課
☎
0
4
7
8
（
5
4
）
1

1
3
8
へ

◆
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　

家
族
の
き
ず
な
を
テ
ー
マ
に
開
催

し
ま
す
。

日
時　

25
日
㈫　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時　

場
所　

中
銀
マ
ン
シ
ョ
ン
1

階
ホ
ー
ル　

対
象　

一
般
（
自
由
参

加
）　

講
師　

青
柳
泰
子
さ
ん　

参

加
費　

無
料

問　

家
庭
倫
理
の
会
南
山　

李
☎
0

4
7
6
（
3
7
）
8
6
0
6

◆
県
立
我
孫
子
高
等
技
術
専
門
校
、

職
業
訓
練
生
の
募
集

　

N
C
機
械
加
工
科
と
造
園
科
（
共

に
1
年
）
の
平
成
21
年
4
月
に
入
校

す
る
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

〜
11
月
17
日
㈪　

選
考

日　

11
月
27
日
㈭
（
合
格
発
表　

12

月
5
日
㈮
）　

対
象　

高
等
学
校
卒

業
程
度
以
上　

各
20
人　

選
考
方
法

学
科
試
験
（
国
語
・
数
学
）、
適
性

検
査
、
面
接

申
・
問　

写
真
と
入
校
選
考
料
（
県

証
紙
2
、2
0
0
円
分
）
を
添
付
し

た
指
定
様
式
の
願
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
県
立
我
孫
子
高
等
技
術

専
門
校
☎
0
4
（
7
1
8
4
）
6
4

1
1
へ

※
雇
用
保
険
受
給
者
（
予
定
者
）
は

現
住
所
地
の
職
業
安
定
所
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
県
生
涯
大
学
校

　

平
成
21
年
度
に
行
う
県
生
涯
大
学

校
の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

社
会
参
加
意
欲
の
あ
る
千
葉

県
在
住
の
60
歳
以
上
（
昭
和
24
年
4

月
1
日
以
前
生
ま
れ
）　

募
集
期
間

11
月
10
日
㈪
〜
12
月
26
日
㈮　

願
書

配
布
場
所　

生
涯
大
学
校
各
学
園
、

市
高
齢
者
福
祉
課
、
各
県
民
セ
ン

タ
ー
、県
庁
高
齢
者
福
祉
課
、県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.

pref.ch
iba.lg

.jp/sc/sdg
/

※
郵
送
希
望
者
は
1
4
0
円
切
手
を

張
っ
た
角
2
の
返
信
用
封
筒
を
同
封

し
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

〒
2
6
0
―
0
8
0
1
、

千
葉
市
中
央
区
仁
戸
名
町
6
6
6
―

2　

千
葉
県
生
涯
大
学
校
事
務
局
☎

0
4
3
（
2
6
6
）
4
7
0
5
へ

◆
食
文
化
か
ら
み
え
て
く
る
健
康
づ

く
り
・
街
づ
く
り

　

千
葉
県
印
旛
郡
市
歯
科
医
師
会
で

は
「
楽
食
・
楽
膳
の
す
す
め
」
を
演

題
と
し
て
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

30
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

場
所　

成
田
市
保
健
福
祉
館

対
象　

印
旛
郡
市
内
お
よ
び
周
辺
在

住　

2
0
0
人
（
申
し
込
み
順
）　

参
加
費　

無
料　

講
師　

塙
歯
科
医

院　

塙
章
一
院
長
（
茨
城
県
歯
科
医

師
会
東
西
茨
城
支
部
食
文
化
研
究
会

員
）

申　

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

〒
2
8
6
―
0
0
1
1
、
成
田
市
玉

造
6
―
34　

印
旛
郡
市
歯
科
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
印
旛
郡
市
歯

科
医
師
会
℻

0
4
7
6
（
2
7
）

1
8
9
6
へ

◆
白
井
ミ
ニ
福
祉
機
器
展

　

車
椅
子
、
杖
、
日
常
生
活
用
具
、

歩
行
器
、
電
動
4
輪
車
な
ど
、
福
祉

用
具
は
年
々
改
良
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
福
祉
機
器
や
そ
の
情
報
を
知

り
、
身
近
で
見
て
体
験
で
き
る
福
祉

機
器
展
を
白
井
市
の
後
援
で
開
催
し

ま
す
。

日
時　

9
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

3
時　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室　

対
象　

一
般
（
自
由

参
加
）

※
介
護
に
関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

問　

ケ
ア
グ
ル
ー
プ
あ
い
あ
い
☎

（
4
9
2
）
1
2
3
6

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

働きたい高齢者のための講習会
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　タイトルの上にある などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中央公民館・視聴覚ライブラリー

〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
西白井複合センター

〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
白井駅前センター

〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨士センター

〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公民センター

〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜台センター

〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福祉センター・青少年女性センター

〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社会福祉協議会

〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボランティアセンター

〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シルバー人材センター

〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

子
ど
も
映
画
会

　

家
族
や
お
友
達
と
映
画
を
見
に
来

て
ね
。

日
時　

11
日
㈫　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

幼
児
親
子
（
自
由
参
加
）

内
容　

と
び
だ
す
な
パ
ン
ダ
ち
ゃ

ん
・
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
お
た
ん

じ
ょ
う
日
パ
ー
テ
ィ
・
ね
ず
み
く
ん

の
チ
ョ
ッ
キ

お
話
し
会

　

お
は
な
し
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
。

「
お
は
な
し
の
た
ま
て
ば
こ
」
の
皆

さ
ん
に
よ
る
、
絵
本
と
紙
し
ば
い
で

す
。

日
時　

8
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
と
ゼ
リ
ー
を
作
ろ

う
。

日
時　

29
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師　

ク
ッ
キ
ン
グ
サ
ー
ク
ル「
桜
」

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

上
履
き
・
持
ち
帰
り
用
容
器

参
加
費　

3
0
0
円

申　

20
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

若
者
の
就
労
を
考
え

る
当
事
者
・
家
族
向
け

セ
ミ
ナ
ー
＆
個
別
相
談

会
　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
今
、
就
労
し

て
い
な
い
若
者
へ
の
相
談
支
援
、
ま

た
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
で
す
。

日
程　

8
日
㈯

対
象　

市
内
在
住
の
18
歳
か
ら
35
歳

程
度
の
若
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者

内
容
・
時
間　

第
1
部　

講
演
、
保

護
者
セ
ミ
ナ
ー　

午
後
2
時
〜
午
後

3
時
30
分
、
第
2
部　

当
事
者
ま
た

は
保
護
者
個
別
相
談　

午
後
3
時
30

分
〜
5
時

申　

7
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

ヨ
ー
ガ

　

ヨ
ー
ガ
で
心
と
体
を
美
し
く
し
ま

し
ょ
う
。

日
時　

17
日
㈪　

午
後
6
時
〜
7
時

30
分

趣
味
・
教
養
・
学
習

子

ど

も

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

30
人（
申

し
込
み
順
）

※
食
後
2
時
間
以
上
経
っ
て
い
る
空

腹
時
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物　

バ
ス
タ
オ
ル

※
運
動
し
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ

さ
い
（
は
だ
し
に
な
り
ま
す
）。

申　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

「
今
さ
ら
人
に
は

聞
け
な
い
、
な
ぜ
？
な

に
？
」
に
お
こ
た
え
す

る
講
座

　

若
い
世
代
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る

生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
、
講
座
を
通

し
て
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時　

17
日
㈪　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

20
人（
申

し
込
み
順
）

申　

15
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
公

民
セ
ン
タ
ー
へ

はじめてのパッチワーク
～気楽にゆっくり～（4回シリーズ）
　ログキャビンでクッションまたは手さげを作り

ます。

日程　11月19日、12月17日、1月21日、2月4日（各

水曜日）

時間　午前9時半～正午

対象　一般　20人（申し込み順）

講師　朝倉米子さん

持ち物　ソーイングケース・筆記用具

材料費　2,500円（全4回分）

申　14日㈮までに材料費を持参の上、直接公民セ

ンターへ

◆
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
無
料
体
験

　

音
楽
に
合
わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
通
し
て
豊
か
な
感
性
や
集
中
力
、

協
調
性
を
養
い
ま
す
。

2
〜
3
歳　

14
日
㈮　

幼
稚
園
年
少

ほ
か
（
3
〜
4
歳
）　

8
日
㈯
・
15

日
㈯

※
時
間
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　

増
田
☎
（
4
9
1
）
8
2

4
1
へ

◆
北
総
ギ
ャ
ラ
リ
ー
祭
り
と
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー

　

今
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
北
総

ギ
ャ
ラ
リ
ー
祭
り
は
、
ひ
と
つ
の
幕

を
閉
じ
ま
す
。
最
後
と
な
る
今
年
の

祭
り
は
参
加
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
工
房
の

作
品
な
ど
を
賞
品
と
し
た
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

〜
3
日
㈷　

場
所　

白
井

市
・
印
西
市
・
船
橋
市
・
我
孫
子
市
・

印
旛
村
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
工
房　

21

カ
所

問　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内
北
総
ギ
ャ

ラ
リ
ー
祭
り
実
行
委
員
会
☎
（
4
9

1
）
4
1
2
0

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾　

み
ん
な
で
平
塚
の
里
へ
行
こ
う

2
0
0
8

【
白
井
環
境
講
座
＆
小
林
徹
也
さ
ん

の
フ
ォ
ー
ク
】

　

水
越
庸
夫
さ
ん
に
よ
る
「
里
山
雑

感
」
と
フ
ォ
ー
ク
シ
ン
ガ
ー
小
林
徹

也
さ
ん
に
よ
る
演
奏
で
す
。

日
時　

1
日
㈯　

午
後
1
時
〜　

場

所　

旧
平
塚
分
校　

参
加
費　

無
料

【
水
越
庸
夫
＆
田
ん
ぼ
の
学
校
ス

ケ
ッ
チ
展
】

　

水
越
庸
夫
さ
ん
に
よ
る
里
山
関
連

の
ス
ケ
ッ
チ
、
子
ど
も
た
ち
に
よ
る

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」
の
絵
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

日
程　

〜
3
日
㈷　

場
所　

旧
平
塚

分
校

【
子
ど
も
の
環
境
教
育
事
業
「
秘
密

基
地
づ
く
り
」】

日
時　

16
日
㈰　

午
前
10
時
〜
（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）　

場
所　

平
塚

の
里
第
2
区
（
延
命
寺
北
側
）　

対

象　

一
般　

50
組
（
申
し
込
み
順
）

※
小
学
4
年
生
以
上
の
場
合
は
1
人

で
の
参
加
が
可
能
で
す
。

参
加
費　

3
0
0
円
（
音
楽
会
含
む
）

【
平
塚
の
里
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
】

日
時　

16
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

（
雨
天
の
場
合
は
中
止
）　

場
所　

平

塚
の
里
第
2
地
区　

参
加
費　

1
0

0
円
（
音
楽
会
含
む
）

【
森
の
音
楽
会
カ
ン
ト
リ
ー
＆
ウ
エ

ス
タ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
】

日
時　

16
日
㈰　

午
後
1
時
〜　

場

所　

平
塚
の
里
第
2
地
区　

出
演

B
O
R
D
E
R　

C
O
W
B
O
Y
、

ジ
ャ
ン
バ
ラ
ヤ
、
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
ほ
か　

参
加
費　

1
0
0
円

【
写
真
パ
ネ
ル
展
み
ん
な
で
平
塚
の

里
へ
行
こ
う
2
0
0
8
】

　

し
ろ
い
環
境
塾
の
活
動
写
真
展
を

行
い
ま
す
。

日
程　

〜
16
日
㈰　

場
所　

延
命
寺

境
内

申
・
問　

上
西
☎
（
4
9
1
）
0
6

6
0

※
秘
密
基
地
づ
く
り
は
13
日
㈭
ま
で

に
、
そ
の
ほ
か
は
当
日
の
参
加
も
可

能
で
す
。

◆
第
7
回
印
旛
沼
わ
い
わ
い
会
議
in

い
ん
ざ
い

「
印
ざ
い
発
↓
印
ば
沼
を
考
え
る
！
」

　

県
で
は
印
旛
沼
の
再
生
に
つ
い
て

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
緊
急

行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
流
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
一
緒

に
行
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
意

見
交
換
会
を
印
西
市
で
行
い
ま
す
。

【
里
山
分
科
会
・
駅
前
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

日
時　

9
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時　

場
所　

東
京
電
機
大
学
（
印

西
市
）　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

【
本
会
議
】

日
時　

16
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時
30
分　

場
所　

印
西
市
文
化

ホ
ー
ル　

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

参
加
費　

無
料

問　

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会

議
（
千
葉
県
河
川
環
境
課
内
）
☎

0
4
3
（
2
2
3
）
3
1
5
5
・

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ch
ib
a.

jp
/s
h
o
z
o
k
u
/i_
k
a
k
a
i/

in
ban
u
m
a/in
dex
.h
tm

◆
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

【
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
健
康
機
器
展
】

　

人
生
百
年
時
代
。
高
齢
に
な
っ
て

も
誰
も
が
元
気
な
日
々
を
過
ご
せ
る

よ
う
に
、
多
く
の
最
新
の
ツ
ー
ル
や

お
役
立
ち
情
報
を
一
堂
に
集
め
ま
し

た
。
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
家
族
そ

ろ
っ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

15
日
㈯
・
16
日
㈰　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時
（
16
日
㈰
は
午
後
4

時
ま
で
）　

場
所　

け
や
き
プ
ラ
ザ

（
J
R
我
孫
子
駅
南
出
口
徒
歩
1
分
）

入
場
料　

無
料　

内
容　

介
護
機

器
・
介
護
用
品
、
高
齢
者
向
け
厨
房

機
器
や
住
宅
設
備
な
ど
の
展
示
、
脳

ト
レ
グ
ッ
ズ
や
ゲ
ー
ム
用
具
の
展
示

と
実
演
、
体
型
や
血
流
の
測
定
・
最

適
な
運
動
を
ア
ド
バ
イ
ス
、
優
良
運

動
具
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
の
展

示
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に

簡
易
マ
シ
ン
に
よ
る
運
動
能
力
の
維

持
・
回
復
、
足
の
診
断
・
楽
に
歩
け

る
靴
の
推
薦
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
・
磁

気
治
療
器
な
ど
の
展
示
、
高
齢
者
向

け
乗
用
車
・
電
動
カ
ー
ト
な
ど
の
展

示
と
試
乗
会
、
福
祉
施
設
の
作
品
バ

ザ
ー
な
ど

※
来
場
者
の
う
ち
子
ど
も
に
は
時
間

先
着
順
で
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、

一
般
に
は
抽
選
で
便
利
グ
ッ
ズ
な
ど

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
同
時
開
催
セ
ミ
ナ
ー
】

最
新
の
福
祉
用
具
と
そ
の
使
い
か
た

日
時　

16
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

午
後
3
時　

場
所　

7
階
研
修
室　

参
加
費　

無
料　

対
象　

一
般　

30

人
（
申
し
込
み
順
）

ボ
ー
ル
運
動
と
バ
ラ
ン
ス
ス
テ
ッ
プ

教
室　

日
時　

16
日
㈰　

午
前
11
時

30
分
〜
午
後
0
時
30
分　

場
所　

7

階
研
修
室　

参
加
費　

無
料　

対
象

一
般　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
両
講
座
共
に
受
講
も
可
能
で
す
。

申
・
問　

電
話
で
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
・
健

康
機
器
展
」
実
行
委
員
会
☎
0
4

（
7
1
6
5
）
2
8
8
1
へ

◆
N
P
O
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
協
会

【
手
話
学
習
会
】　

　

す
べ
て
要
約
筆
記
者
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
に
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
8
日
㈯
、
12
月
6
日
㈯

時
間　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時　

場

所　

佐
倉
市
中
央
公
民
館　

参
加
費

無
料
（
初
参
加
の
場
合
の
み
テ
キ
ス

ト
代
1
、
0
0
0
円
が
別
に
掛
か
り

ま
す
）

【
手
話
サ
ロ
ン
】

　

手
話
と
筆
談
で
談
話
し
な
が
ら
、

手
話
読
み
取
り
の
勉
強
を
し
ま
す
。

日
時　

11
月
21
日
㈮　

午
後
1
時
30

分
〜
4
時　

場
所　

佐
倉
市
西
部
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　

印
旛
香
取
事
務
所
事
務
局　

吉

田
（
自
宅
）　

☎
・
℻
0
4
3
（
4
9

6
）
2
3
3
1

◆
海
上
自
衛
隊
「
下
総
航
空
基
地
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
」

　

滑
走
路
な
ど
基
地
内
約
7
・
2
㌔

㍍
を
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

22
日
㈯　

午
前
10
時
〜
午
後

1
時
（
集
合
は
午
前
9
時
30
分
）

場
所　

海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地

（
正
門
集
合
）　

対
象　

一
般　

2
0

0
人
（
申
し
込
み
順
）

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
ペ
ッ
ト
の
持
ち
込

み
は
禁
止
で
す
。

申
・
問　

海
上
自
衛
隊
下
総
基
地
広

報
室
☎
0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2

1　

内
線
2
2
0
5
へ

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2008.11.111



●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン
ターから約18㌔㍍
●成田空港から約34㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2008.11.1 12

日 月 火 水 木 金 土
 1

■朝市（7：00 ～市役
所）

2 3 4 5 6 7 8
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

【文化の日】 ■定例教育委員会議
（14：00 ～市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■園庭開放（9：30 ～
11：30桜台保育園）
■スマイル公園訪問
（10：30 ～ 11：30離山
児童公園）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

■朝市（7：00 ～市役
所）

9 10 11 12 13 14 15
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■年金相談（10：00
～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□女性生き生き相談
□こころの相談（医
師）
□夜間証明書発行日
■園庭開放（9：30 ～
11：30南山保育園）
■人権・行政相談
（10：00 ～ 15：00 白井
駅前センター）
■交通事故相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

16 17 18 19 20 21 22
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁
■住宅増改築無料相
談会（13：00 ～ 16：00
市役所）

■園庭開放（9：30 ～
11：30桜台保育園）
■スマイル公園訪問
（10：30 ～ 11：30南園
第二児童公園）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

23 24 25 26 27 28 29
【勤労感謝の日】
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談 （9：00 ～ 12：00
市役所）

【振替休日】 □消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□夜間証明書発行日
■園庭開放 （9：30 ～
11：30南山保育園）
■夜間窓口納付と納
税相談 （17：30 ～ 20：
30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

30
■朝市（7：00 ～冨士
ひろば）
■白井市長選挙（7：
00 ～各投票所）

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

夜間・休日証明書発行日
夜間　第2・4木曜日　17：30 ～ 20：00
休日           第2・4日曜日                 8：30        ～   12:00
市民課　内線3143、課税課　内線3131

夜間・休日証明書発行日

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3353
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談　（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精神保
健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 16:00　保健福祉センター　
保健福祉相談室☎（497）3491　（要
予約）

各　種　相　談

　　　郷土資料館　　　☎(492)1124

健康相談　健康課保健予防班☎(497)3495

プラネタリウム館　☎(492)1125

項　目 内　容 時　間

常設展「白井のあゆみ」原始・古代から現代までの白井を紹介 9：00 ～ 17：00

※展示替えのため5日㈬および14日㈮から21日㈮は休館します。
　22日㈯から小川瓦木作品が変わります。

項　目 内　容 日　時 金　額
子ども投映 
ロイ君アワー

ぼくらのうちゅう
りょこう～時間旅
行編

3日㈷、日曜日　
11:00 市内　大人

210円、子
ども100円 
市外　大人
310円、子
ども150円

一般投映

宇宙（そら）と88の
星語り～秋の星座

3日㈷、土・日曜日
13：30

かぐやからのメッ
セージ

3日㈷、水・金・土・
日曜日　15：00
※26日㈬は15：30で
す。

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場
合あり）

3日㈷
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会 月、金星、木星ほ
か

3日㈷ 
18：00 ～ 19：15

大人100円 
子ども無料

天文講演会
金星～ヴィーナス
の素顔を探る
講師　大月祥子さん

8日㈯
15：30 ～ 17：00 100円

マタニティ・
コンサート
+α

絵本の読み聞かせ
と星の誕生のお話
（保育は21日㈮まで
に電話予約）

26日㈬
13：30 ～ 15：00

白井在住の
妊婦さんは
無料、市外
大人310円

日　程 時　間 場　所
21日㈮

10:00 ～ 11:30
保健福祉センター

26日㈬ 西白井複合センター
対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が
対応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定、尿検査が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。
　21日㈮は食事や栄養について栄養士に相談したり、子どもの体
重を測定することができます。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

～3日㈷ 中 市民文化祭文化部門展示 9:00

無料

文化課
☎（492）1123

3日㈷ 大 市民文化祭芸能発表会 10:00

7日㈮～
12日㈬ 中 市民文化祭学校部門展示 9：00

8日㈯

大

市民文化祭音楽祭
13:00

9日㈰ 10:30

16日㈰ 市民文化祭ダンスフェス
ティバル 13：30

23日㈰ バレエ発表会 17：00 小川☎（445）2152

30日㈰
中

いちむじんクラシックギ
ターデュオコンサートinし
ろい

11：00
14：00

500円
（2歳以下は
無料）

文化会館
☎（492）1121

大 市民文化祭演劇祭．ドラマ
＆エンターテイメント 13：00 無料 文化課

☎（492）1123
※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

　　　　図書館　　☎(492)1122

項　目 日　時 対　象

おはなしかい 5日・12日・19日・26日
（各水曜日）　15：30 ～

一人でお話の聞けるお
ともだち

親子おはなしかい 26日㈬　11：00 ～ 市内在住の小学校未就
学児とその保護者

ボランティアさん
による土曜おはな
しかい

22日㈯　15：00 ～ 児童～

※図書館の開館時間は火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7
時、日曜日は午前9時30分から午後5時です。

乳幼児健診・予防接種
健康課保健予防班☎(497)3495

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
13日㈭

○保
9:30 ～ 10：00

20年6月生まれの人
21日㈮ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
20日㈭ ○保 9:30 ～ 9:45 20年1月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
11日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 19年4月生まれの人に
は個人通知14日㈮

3歳児健康診査
4日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 17年5月生まれの人に
は個人通知7日㈮

2歳児歯科健康診査
19日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 18年5月生まれの人に

は個人通知

三種混合
4日㈫ ○複

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人6日㈭ ○桜

10日㈪ ○保

ポリオ
19日㈬

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人

26日㈬

27日㈭

28日㈮

BCG
5日㈬

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から６カ月
未満の人25日㈫

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　会場の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○複は西白井複合センター、○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

○複

○桜

○保

○保
○複

文化センターは3日㈷文化の日を開館し、4日㈫を臨時
休館します。
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